
 

 

 

 

 

 

取 扱 説 明 書 

ＭＳＧ－２１７０ 

ＤＡＲＣエンコーダ 

 

機種番号 １０１３－８２０－００１ 



2 

 

 

保証・サービス 

弊社の電子計測器をご使用いただき、ありがとうございます。 

本器は一年間保証いたしますので、この期間中の弊社責任による故障等は無料で修理いた

します。 

故障修理・校正等につきましては、下記の弊社営業部･営業所または販売代理店にご連

絡下さい。 

 

 

(株)目黒電波測器 

営業部 〒２１２－００５５ 

川崎市幸区南加瀬４－１１－１ 

TEL０４４－５８９－０８２３ 

FAX０４４－５８９－０８２５ 

 

(株)目黒電波測器 

大阪営業所 〒５３０－００４３ 

大阪市北区天満１－１９－４ ９Ｆ東 

TEL０６－６３５７－５５１３ 

FAX０６－６３５７－５５９３ 
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1 概 要 

 

1.1 概要 

 

本器は、現在“見えるラジオ”の愛称で呼ばれるＦＭ多重の受信機を開発及び生産

するためにはエンコーダーです。 

 

 

1.2 特徴 

1.2.1 データの作成編成 

 

本器から出力されるＦＭ多重のデータは、全て付属のアプリケーションソフトウェ

アによりパソコン上(ＮＥＣ，ＤＯＳ/Ｖ)で生成されます。これはＦＭ多重の進展的

及び流動的な動きに対して容易に対応できるようにするためです。 

このアプリケーションソフトウェアは Microsoft 社による Windows 上の環境が必要

です。 

◎ 現在このソフトでは、文字情報(レベル１)が可能であり、図形、VICS 等(レベ

ル 2)は開発中です。 

◎ このソフトと本体インターフェイスはＲＳ２３２Ｃです。 

◎ このソフトでは、本体パネル面をパソコンの画面で操作できます。(パネル面

がパソコンの画面に現れます。) 

◎ このソフトは生成した DARCデータフォーマットをダンプする事が出来ます。 

これはビット単位の編集及びエラーの発生等に役立ちます。 

◎ 本体との間でアップ／ダウンロードすることで、ディスクでもデータのファ

イル管理ができます。 

 

1.2.2 オプション 

本器は必要に応じてグレードをアップできるように下記の装置をオプションとしま

した。 

これによりお手持ちの測定器によって、グレードを選ぶことができ、コストパフォー

マンスに優れたものとなります。 

◎ ステレオ信号発生器 

◎ デコーダー(開発中) 
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2 本 体 

 

2.1 本体 

将来ＦＭ多重の機能の追加に加えて、各ファンクションをＬＣＤ画面で対応しまし

た。 

 

 

◎ 高出力 

本器はＦＭ多重を含む、マルチプレクス信号を最大 10Vp-pまで出力することがで

きます。 

 

◎ Ｌ－ＭＳＫ 

オーディオ信号のレベルに追従してＭＳＫのレベルが変化するＬ－ＭＳＫ(規格

値)と任意にそのレベルを設定できるマニュアルモード(０％－２５．５％)があ

ります。 

 

◎ データの確認 

メモリされているＤＡＲＣデータを本体のディスプレイにより文字等で確認で

きます。 

 

◎ レコード 

１６個のレコードがあり、各レコードに任意のデータを記憶させることができま

す。 

 

◎ ＤＡＲＣデータによる外部変調入力 

外部装置(ＤＡＴ、ＭＤ等)で蓄積したＤＡＲＣフォーマットのデータを本器で変

調しＬ-ＭＳＫ信号として出力する事ができます。またそのデータを本体のメモ

リに蓄積させる事により本体データの保存もできます。 

 

◎ インターフェイス 

ＲＳ２３２ＣとＧＰ－ＩＢを標準装備しています。 

 

◎ その他の外部入力 

ＳＣＡ，ＲＤＳ等をさらに多重できるように、外部ミキサ入力が備わっています。 
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3 オプション 

 

3.1 ＦＭステレオ変調器 

◎ オーディオ信号 

内部オーディオ周波数５波を有し、そのほかにＥＸＴ 入力があります。 

 

◎ 変調モード 

ＭＯＮＯ(モノ)を含む６パターン。 

 

◎ プリエンファシス 

  ＯＦＦを含む４パターン 

 

3.2 デコーダー(開発中) 

◎ ＤＡＲＣデータのデコード 

外部からのマルチプレクス信号を入力することにより、ＤＡＲＣデータをデコー

ドし、その内容をパソコン上で見れるようにします。コレによりエアーチェック

したデータをメモリに落とす事ができるため、それを本器で再び出力させること

ができます。 

つまりシステムとしては、フィードバックループを可能とします。 

 

◎ データエラーの検出 

 デコード時に、エラー率を検出し表示します。エラーシュミレーション等に役

立ちます。 
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4 性 能 

 

[出力信号] 

出力レベル 100%を 3レンジ切換 (10.0Vp-p, 3.0Vp-p, 1.0Vp-p) 

レベルコントロール Auto/Manu 切換 

Manu 0～25.5%(0.5%ステップ) 

Auto 上限  10.0% (図 4-1参照) 

 下限   4.0%  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力レベル確度 +0% ～ -4% (AUTO/MANU) 

サブキャリア周波数 76kHz  ±2Hz (INT. LOCK) 

出力インピーダンス 75Ω (BNC) 

分離度   60dB or over (30Hz ～ 15kHz) 

周波数特性  30Hz ～ 15kHz ±0.2dB 

30Hz ～ 100kHz ±0.5dB (1kHz 基準) 

ひずみ率 －80dB(0.01%) or less (30Hz ～ 15kHz) 

S/N  －86dB or less (1kHz 基準) 
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[入力信号] 

 

1. コンポジット入力 

入力レベル  3ステップ s 切換(10Vp-p，3Vp-p, 1Vp-p) 

入力レベル判定確度 ±2% 

入力インピーダンス 600Ω 

 

2. パイロット入力 

入力レベル範囲  1.0Vp-p ～ 3.0Vp-p 

入力インピーダンス 10kΩ 

 

3. オーディオ信号入力 

入力レベル  2.0Vp-p(Ｌのみ、Ｒのみ、2.0Vp-p入力時を 50%とする) 

 

4. クロック入力  ＴＴＬレベル 16kHz 

 

5. データ入力   ＴＴＬレベル 16000bps 

 

6. 外部信号合成器入力  

入力周波数範囲  30Hz ～ 100kHz 

入出力利得  1.0 (+0, -0.5dB) 

入力インピーダンス 10kΩ 

 

[データインターフェイス] 

 

1. RS-232C データビット 7, 8 bits  

 パリティー Even, Odd, None 

 ストップビット l,2 

 ポーレート 2400, 4800, 9600, 19200 

2. GP-IB  IEEE488  

 

[その他]  

 

1. 動作温度範囲 0℃ ～ 40℃(性能保証温度範囲+5℃～35℃) 

2. 電源電圧  AC100V, 115V, 215V, 230V  ±10%  50/60Hz 

3. 外形寸法  440(W) x 115(H) x 375(D)mm 
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5 外観の説明 

5.1 パネル面の名称及び機能 

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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① CD 表示パネル 

本器の各種設定や状態を表示します。画面下部のメニューは⑭のファンクション

キーに対応 

 

② DATAセレクトキー 

MSK変調データの切換をおこないます。LED点灯時は、外部データ入力が選択されて

いる状態 

で、外部クロックの立ち上がりエッジで変調を行ないます。LED消灯は、内部データ

が選択されている状態で、MAIN メニューのレコードに対応したデータで変調を行な

います。 

 

③ VIEWセレクトキー 

MAIN メニューで選択したレコードの内容が表示します。レコードにデータが書き込

まれていない場合は、空白が表示されます。再度キーを押すとメニュー画面に復帰

します。またエディットモード時のキー入力は無視されます。 

 

④ 出力 ON/OFFキー 

⑦信号出力端子の信号出力を、ON/OFFします。LED点灯時に出力が ONになり信号が

出力されます。 

 

⑤ カーソルキー 

LCD画面に表示される、カーソルの移動及び本器の各種設定の変更に使用します。 

詳細は“6.1基準操作を参照して下さい。 

 

⑥ LOCALキー 

本器をローカルモードにする時に使用します。LED点灯時本器は、リモートモードに

なっているので、LOCALキー以外の入力は全て無視されます。また、⑩SHIFTモード

キーを押してから、LOCALキーを押すとメモリーの初期化画面が表示されます。この

とき、⑨テンキーの【１】を押すと本器は全てのメモリーをクリアして再起動しま

す。【０】を押すと元のメニューに復帰します。 

 

⑦ 信号出力端子 

本器の信号を出力するコネクタです。出力インピーダンスは 75Ωで最大 10Vp-pの信

号を出力します。 

 

⑧ ロータリーエンコーダ 

LCD画面に表示される、カーソルの移動および本器の各種設定の変更に使用します。 

右に回したときは、⑤カーソルキーの【▲】、に左に回したときは、⑤カーソルキー

の【▼】と同じ働きをします。 

 

⑨ テンキー 

エディットモード時に、数値を直接入力する時に使用します。数値を入力し【ENT】

キーで決定します。 
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詳細は、6.1.3 設定の変更 を参照にして下さい。 

⑩ SHIETキー 

パネル面に青文字で表示されている機能を選択する場合に使用します。 

 

⑪ CLRキー 

エディットモードで数値を直接入力している際に、誤った数値を入力してしまった

時に使用します。このキーを押すと入力した数値は、全てクリアされ空白が表示さ

れます。 

 

⑫ メモリーキー 

プリセットメモリーの設定を、記憶／呼び出し するために使用します。 

詳細は、6.6.9 プリセットメニューの設定 を参照して下さい。 

 

⑬ CONTRASTボリューム 

LCD表示の濃度を調節するボリュームです。右に回すと表示が濃く、左に回すと薄く

なります。 

 

⑭ ファンクションキー 

本器の設定メニューを変更する時に使用します。LCD 画面下部の表示に対応したメ

ニューに切り換ります。 

 

⑮ 外部入力コネクター 

外部から必要な信号を入力するためのコネクタです。 
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5.2 背面パネルの名称および機能 

 

4

3

2

1

5

6

7

8
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① ステレオオプション外部出力用窓 

本器にステレオ信号発生器（MSG-2170-ST）を内蔵した場合に PILOT 出力、SCA 入力

等のコネクタを取り付ける為の窓です。 

 

② ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

本器を、パソコンと接続するためのＲＳ－２３２Ｃコネクタです。付属のアプリケー

ションソフトを使用し多重データをアップ／ダウンロードする際に使用します。 

 

③ VOLTAGE SELECTOR 電源電圧切換器 

電源変圧器の１次端子切換器で、ＡＣライン電圧に合わせて切換えます。電圧の切換

えは、切換器プラグの矢印をＡ～Ｄの刻印に合わせることにより切換えられます。 

 

④ ＰＯＷＥＲスイッチ 

本器に、電源を供給するためのスイッチです。 

 

⑤ AC INPUTコネクタ 

本器をＡＣ電源に接続するのに使用します。 

 

⑥ ヒューズホルダー 

電源変圧器の１次端子側のヒューズをいれます。使用するヒューズは、ＡＣライン電

圧によって異なりますので本器背面に印刷されている表を参照して下さい。 

 

⑦ ＧＰ－ＩＢコネクタ 

本器をＧＰ－ＩＢバスに接続するコネクタです。 

 

⑧ デコーダオプション用窓 

本器にＤＡＲＫデコーダ（MSG-2170-DE）を内蔵した時に使用します。 

 

⑨ MIX INPUTコネクタ 

このコネクタに入力された信号は、ＦＭ多重信号に混合されて本器の信号出力端子に

出力されます。入出力利得は、1.0 です。このコネクタを使用するときは、CONFIG

メニューの MIX INを ONして下さい。 

 

⑩ コードかけ 

本器を使用しないときに電源コードを巻いておきます。 

 



16 

 

6 操 作 法 

6.1 基本操作方 

6.1.1 ＬＣＤ画面の説明 

本器の設定は、図 6-lのように LCDに表示されます。 

 

 

① トップメニュー 現在の設定画面の表示 

② 設定メニュー 現在の画面で設定可能な項目 

③ ファンクションメニュー ファンクションキーで呼出せる設定画面の表示 

④ プリセットメモリ プリセットメモリの番号表示 

⑤ カーソル 設定項目の選択表示 

  

6.1.2 カーソルの移動 

本器は、カーソルで設定項目を選択し設定の変更を行ないます。 

カーソルは、カーソルキーで移動させます。 

 

【▲】キーを押すとカーソルは、上へ移動します。設定項目の最上段でこのキー

を押すとカーソルは最下段へ移動します。 

 

【▼】キーを押すとカーソルは、下へ移動します。設定項目の最下段でこのキー

を押すとカーソルは最上段へ移動します。 

 

更が可能になります。 

 

 

①

②

③

④

⑤

 

図 6-l  ＬＣＤ メイン画面 
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6.1.3 設定の変更 

 

本器は、変更したい項目を選択しエディットモードにしてから設定の変更を行

ないます。エディットモードでは、テンキーまたは、カーソルキーを使用して

設定の変更を行ないます。エディットモードになっている項目は、反転文字で

表示されています。 

 

 

 カーソルキーを使った設定 

 

 

【▲】【▼】キーを押し変更したい

項目にカーソルを合わせる。 

 

 

 

 

にする。 

 

 

 

 

【▲】または【▼】キーを押し設定

を変更する。 

 

 

 

 

ENT】キーを押し設

定を決定する。 
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6.1.3.1 テンキーを使った設定 

 

【▲】【▼】キーを押し変更したい

項目にカーソルを合わせる。 

 

 

 

 

にする。 

 

 

 

【８】キーを押す 

 

 

 

 

【ENT】キーを押し設定を決定する。 
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6.1.4 エディットモード 

 

本器は、ある項目を選択したときに文字が反転表示され設定可能な状態であることを示

します。この状態で設定を変更するときには、いくつかの決まりがありそれらを無視した

入力は、全て無効となり設定は変更されません。エディットモードでは、以下に示す例の

ような入力方法があります。 

 

6.1.4.1 数値入力（１） 

カーソルを合わせる。 

 

 

 

 

 

【１】【．】【０】とキーを押す。 

 

 

 

 

 

【ENT】キーを押して決定する。 
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6.1.4.2 数値の訂正 

誤って【．】キーを２度押してしまっ

たので修正したい。 

 

 

 

 

 

【ＥＮＴ】キーを押すと、不

正な入力なので元の状態に戻

る。 

 

 

 

 

【ＣＬＲ】キーを押すと、全

ての入力が消去される。 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

6.2 ＭＡＩＮメニューの設定 

 

本器は、ファンクションメニューに［ＭＡＩＮ］と表示されたファンクションキーを押

すことによりＭＡＩＮメニュー画面に切り換ります。ＭＡＩＮメニューで設定できる項目

は、次の４つです。 

 

１．Ｌ－ＭＳＫ ＭＯＤ  ＯＮ／ＯＦＦ 

２．Ｌ－ＭＳＫ ＬＥＶＥＬ ＡＵＴＯ／ＭＡＮＵ（ＭＡＮＵ時のみ０～２５．５％設定） 

３．ＲＥＣＯＲＤ  ００～１５／ＥＸＴ 

４．ＯＵＴＰＵＴ  ０．００～１０．００Ｖｐ－ｐ（０．１Ｖｐ－ｐＳＴＥＰ）  

 

6.2.1 Ｌ－ＭＳＫ変調の設定 

 

エディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。 

設定されているレコードにデータがない場合は、エディットモードには切換らず設定を

ＯＮにすることは出来ません。 

変調がＯＮでデータが内部に設定されている場合は、ＯＮの表示の右横にＦ－××と表

示されます。この数値は、現在送信しているデータのフレーム位置の表示になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 ＭＳＫ変調時の表示 

現在１０フレーム目を

出力している事を表し

ています。 

レコード０２に５０フレーム分の

データが記憶されている事を表し

ています。 
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6.2.2 Ｌ－ＭＳＫレベルコントロールの設定 

 

し、エディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。 

設定をＡＵＴＯにするとＬ－Ｒ信号の変調率に応じてＭＳＫ信号の多重レベルをコン

トロールします。レベルコントロール特性は、図 6-2に示す通りです。 

レベルコントロールをＭＡＮＵにすると多重レベルを０．０～２５．５％の範囲で設定

することができます。分解能は、０．５％です。 

 

エディットモードにする。 

 

 

 

 

 

【▲】【▼】キーで設定を MANU に

する。 

 

 

 

 

0 5 10 15

 5

10

15

ステレオＬ－Ｒ変調度[％]

多
重
レ
ベ
ル

[％]

 

図 6-2 レベルコントロール特性 
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（この時に【▲】【▼】キーを押す

と 0.5%ずつ設定が変化します。） 

 

 

 

設定したい数値を入力する。 

 

 

 

 

 

【ENT】キーで決定する。 

 

 

 

 

 

 

6.2.3 レコードの設定 

 

本器は、００～１５まで１６個のレコードと外部データレコードがあります。レコード

00 は、固定データレコードで内容を変更することはできません。レコード０１～１５は

ユーザーレコードで付属のアプリケーションソフトウェアで作成した任意のデータを記

憶させることができます。 

ユーザーレコードには、合計１００フレームのデータを記憶させることができます。１

つのレコードに記憶できるデータは、最大９９フレームです。 

外部データレコードは、ユーザーレコードとは別に外部入力コネクタからのデータを最

大６０フレームまで記憶することができます。 

設定メニューの 1

キーで設定を変更します。【▲】キーを押すと００－０１－０２・・・１５の順番に設定

が切換り１５の次は、ＥＸＴになります。【▼】キーを押すと逆の順番で設定が切換りま

す。 

レコード番号の右横の数値は、各レコードに記憶されているデータのフレーム数を表し

ています。この数値がＦ－００になっている場合は、そのレコードにはデータが記憶され

ていないことを表しＬ－ＭＳＫ変調をＯＮにすることはできません。設定がＯＮになって

いる場合は、自動的にＯＦＦになります。（図 6-1 ＭＳＫ変調時の表示 参照） 
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6.2.4 出力レベルの設定 

 

本器は、外部コンポジットレベルに応じて最大１０Ｖｐ－ｐまでの出力レベルを設定す

から【▲】【▼】キーまたは、テンキーを使用して設定します。【▲】【▼】キーを使用

して設定を変更する場合は、キーを１度押すごとに０．０１Ｖｐ－ｐステップで設定が変

化します。ＬＣＤ画面上で、OUTPUTの文字の右側に表示された数値は、現在の設定が出力

できる最大レベルに対して何パーセントであるかを表わしています。この数値は、外部入

力レベルの設定に応じた表示になります。(6.4.1外部入力レベルの設定，参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本器は、外部入力レベルの設定に対して各々の出力レベルバッファを用意してあります。

出力レベルの設定を変更した場合は、現在の外部入力レベルに応じた出力レベルバッファ

のみ変更されます。外部入力レベルと出力レベルの関係は、表 6-1の通りです。 

 

例えば、外部入力レベルが１０Ｖｐ－ｐに設定されている場合ＢＵＦＦＥＲ１の数値の

みが変更されます。外部入力レベルの設定を１０Ｖｐ－ｐから３Ｖｐ－ｐに変更した場合

の出力レベルは、 ＢＵＦＦＥＲ１の値からＢＵＦＦＥＲ２の値に変更されます。 

 

図 6-3 出力レベルの表示 

外部入力レベ

ル 

出力レベルバッ

ファ 

最大出力レベル 

１０Ｖｐ－ｐ ＢＵＦＦＥＲ１ １０．００Ｖｐ－ｐ 

３Ｖｐ－ｐ ＢＵＦＦＥＲ２ ３．００Ｖｐ－ｐ 

１Ｖｐ－ｐ ＢＵＦＦＥＲ３ １．００Ｖｐ－ｐ 

表 6-1 出力レベルバッファ対応表 

設定できる最高出力の３０％

を出力していることを表して

います。 

全ての出力信号のトータル変

調率が１００％時の信号出力

レベルを表しています。 
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6.3 ＲＥＭＯＴＥメニューの設定 

 

本器は、ファンクションメニューに［ＲＥＭＯＴＥ］と表示されたファンクションキー

を押すことによりＲＥＭＯＴＯメニュー画面に切り換ります。ＲＥＭＯＴＯメニューで設

定できる項目は、次の５つです。 

 

１．ＳＰＥＥＤ   ２４００／４８００／９６００／１９２００ 

２．ＤＡＴＡ   ７／８ｂｉｔ 

３．ＰＡＲＩＴＹ  ＥＶＥＮ／ＯＤＤ／ＮＯＮＥ 

４．ＳＴＯＰ   １／２ｂｉｔ 

５．ＧＰ－ＩＢ ＡＤＲＳ  ０～３０ 

 

6.3.1 通信速度の設定 

 

ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスの通信速度を設定します。設定メニューの１行目で

設定できる通信速度は、２４００，４８００，９６００，１９２００ｂｐｓの４種類です。

【▲】キーを押すと２４００－４８００－９６００－１９２００の順番に設定が切換り１

９２００の次は２４００になります。【▼】キーを押すと逆の順番で設定が切換り２４０

０の次は１９２００になります。 

 

6.3.2 データ長の設定 

 

キーを押して、エディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。設定

できるデータ長は、７ｂｉｔか８ｂｉｔです。 

 

6.3.3 パリティの設定 

 

押して、エディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。設定できる

方式は、ＥＶＥＮ，ＯＤＤ，ＮＯＮＥの３種類です。 

 

6.3.4 ストップビットの設定 

 

して、エディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。設定できる時

間は、１ｂｉｔ，２ｂｉｔです。 
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6.3.5 ＧＰ－ＩＢアドレスの設定 

 

を押してエディットモードにしてから【▲】【▼】キーまたは、テンキーを使用して設定

を変更します。設定範囲は、１～３０です。 

 

6.4 ＣＯＮＦＩＧメニューの設定 

 

本器は、ファンクションメニューに［ＣＯＮＦＩＧ］と表示されたファンクションキー

を押すことによりＣＯＮＦＩＧメニュー画面に切換ります。ＣＯＮＦＩＧメニューで設定

できる項目は、次の５つです。 

 

１．ＩＮＰＵＴ ＬＥＶＥＬ １０Ｖｐ－ｐ／３Ｖｐ－ｐ／１Ｖｐ－ｐ 

２．ＣＯＭＰ   ＩＮＴ／ＥＸＴ 

３．Ｌ－ＭＳＫ ＣＯＮＴＲＯＬ ＣＯＭＰ（ＩＮＴ）／ＣＯＭＰ（ＥＸＴ）．ＥＸ

Ｔ Ｌ，Ｒ 

４．ＰＩＬＯＴ   ＣＯＭＰ（ＩＮＴ）／ＣＯＭＰ（ＥＸＴ）／ＥＸ

Ｔ 

５．ＭＩＸ ＩＮＰＵＴ  ＯＮ／ＯＦＦ 

 

6.4.1 外部入力レベルの設定 

 

本器は、外部コンポジット入力のレベルを１０，３，１Ｖｐ－ｐのいずれかに設定する

ことができます。入力レベルを変更すると本器の最大出力レベルも変化します。設定メ

定を変更します。【▲】キーを押すと１Ｖp-p－３Ｖp-p－１０Ｖp-p の順番に設定が切換

り１０Ｖｐ－ｐの次は１Ｖｐ－ｐになります。【▼】キーを押すと逆の順番で設定が切換

り１Ｖｐ－ｐの次は１０Ｖｐ－ｐになります。外部入力レベルを変更した場合は、ＳＴＡ

ＴＵＳ画面を開き入力レベルを調節して下さい。(6.5.2 外部コンポジットレベルの調整 

参照)コンポジット入力がＩＮＴに設定されているときは、外部入力レベルは、１０Ｖｐ

－ｐに固定され、設定を変更することはできません。(6.4.2  コンポジット入力の設定 

参照) 

 

6.4.2 コンポジット入力の設定 

 

本器でＦＭ多重信号を発信するために必要なステレオコンポジット信号を設定します。

で設定を変更します。ステレオ信号発生器（ＭＳＧ－２１７３－ＳＴ）が内蔵されている

場合は、ＩＮＴ，ＥＸＴの設定が可能になります。ＩＮＴに設定した場合は、内蔵のステ

レオ信号発生器の信号が選択され外部入力レベルは、自動的に１０Ｖｐ－ｐに設定されま

す。ＥＸＴに設定した場合は、ＣＯＭＰと表示された外部入力コネクタの信号が選択され

ます。 

外部のステレオ信号発生器を使用する場合は、必ず入力する信号のレベルを確認して下
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さい。(6.4.1 外部入力レベルの設定，6.5.2外部コンポジットレベルの調整 参照) 

入力される信号が適切なレベルでないときは、本器の信号出力は、保証されません。 

6.4.3 Ｌ－ＭＳＫコントロールの設定 

 

ＭＳＫ信号をオートレベルコントロールするためのＬ－Ｒ信号を設定します。設定メ

ニューの３行目

定を変更します。 

コンポジット入力がＥＸＴに設定されている場合は、 ＣＯＭＰ（ＥＸＴ），ＥＸＴ Ｌ，

Ｒの切換えになります。ＣＯＭＰ（ＥＸＴ）に設定されている場合は、外部から入力され

ているステレオコンポジット信号のＬ－Ｒ信号の変調度に応じてＭＳＫ信号の多重レベ

ルをコントロールします。ＥＸＴ Ｌ，Ｒに設定されている場合は、外部入力コネクタの

Ｌ，Ｒに入力されたオーディオ信号のレベルに応じてＭＳＫ信号の多重レベルをコント

ロールします。 

このときのレベルコントロール特性は、図 6-5に示す通りです。 

 

コンポジット入力がＩＮＴに設定されている場合は、ＣＯＭＰ（ＩＮＴ），ＥＸＴ Ｌ，

Ｒの切換えになります。ＣＯＭＰ（ＩＮＴ）に設定されている場合は、内蔵されているス

テレオ信号発生器のコンポジット信号のＬ－Ｒ信号の変調度に応じてＭＳＫ信号の多重

レベルをコントロールします。 

ＣＯＭＰ（ＩＮＴ），ＣＯＭＰ（ＥＸＴ）に設定されているときのレベルコントロール

特性は、図 6-4に示す通りです。 

 

 

0 5 10 15

 5

10

15

ステレオＬ－Ｒ変調度[％]

多
重
レ
ベ
ル

[％]

 

図 6-4 ＣＯＭＰ（ＩＮＴ），ＣＯＭＰ（ＥＸＴ）入力時 レベルコントロー

ル特性 
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6.4.4 パイロット入力の設定 

 

Ｌ－ＭＳＫ信号を同期させるパイロット信号を設定します。設定メニューの４行目で

コンポジット入力がＥＸＴに設定されている場合は、ＣＯＭＰ（ＥＸＴ），ＥＸＴの切換

えになります。ＣＯＭＰ（ＥＸＴ）に設定されている場合Ｌ－ＭＳＫ信号は、外部から入

力されているステレオコンポジット信号のパイロットに同期します。ＥＸＴに設定されて

いる場合Ｌ－ＭＳＫ信号は、外部入力コネクタのＰＩＬＯＴに入力されたパイロット信号

に同期します。 

コンポジット入力がＩＮＴに設定されている場合は、 ＣＯＭＰ（ＩＮＴ），ＥＸＴの切

換えになり 

ます。ＣＯＭＰ（ＩＮＴ）に設定されている場合Ｌ－ＭＳＫ信号は、内蔵されているステ

レオ信号発生器のコンポジット信号のパイロットに同期します。本器のＬ－ＭＳＫ信号は、

ＰＬＬによりパイロット信号と同期をとるのでパイロット入力を切換えた場合に同期が

安定するまでの約２秒間は、キー操作は行なえません。 

 

 

 

 

 

次のような状態のときＬ－ＭＳＫ信号は、本器内部の発信器に同期します。 

 

0 0.2

5

0.4 0.6

 5

10

15

外部Ｌ入力レベル＋外部Ｒ入力レベル[Ｖｐ－ｐ]

多
重
レ
ベ
ル

[％]

 

 図 6-5 ＥＸＴ Ｌ，Ｒ入力時レベルコントロール特性 
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※ 設定がＣＯＭＰ（ＥＸＴ）で外部から入力されているステレオコンポジット信号にパ

イロット信号が無い場合。 

 

※ 設定がＣＯＭＰ（ＩＮＴ ）で内蔵ステレオ信号発生器のモードがＭＯＮＯの場合。 

 

※ 設定がＣＯＭＰ（ＩＮＴ）で内蔵ステレオ信号発生器のパイロットがＯＦＦの場合。 

 

※ 設定がＣＯＭＰ（ＩＮＴ）で内蔵ステレオ信号発生器のパイロットが０％の場合。 

 

※ 設定がＥＸＴで外部からパイロット信号が入力されていない場合。 

 

6.4.5 外部ミキサ入力の設定 

 

本器は、ＭＩＸ ＩＮＰＵＴコネクタを使用してＲＤＳ，ＳＣＡ等を混合することができ

ます。設定メニューの５行目で

キーで設定を変更します。外部ミキサ入力がＯＮに設定されている場合は、本器背面のＭ

ＩＸ ＩＮＰＵＴコネクタに入力した信号が信号出力に混合されます。このときの入出力

利得は、１．０です。外部ミキサ入力がＯＦＦに設定されている場合には、本器背面のＭ

ＩＸ ＩＮＰＵＴコネクタに入力した信号は無効になります。本機能を使用しない場合は、

ＯＦＦに設定して下さい。ＯＮに設定しておくとＳ／Ｎが少し悪くなることがあります。 
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6.5 ＳＴＡＴＵＳ画面の説明 

 

本器は、ファンクションメニューに［ＳＴＡＴＵＳ］と表示されたファンクションキー

を押すことによりＳＴＡＴＵＳ画面に切換ります。 

ＳＴＡＴＵＳ画面では、各種入力コネクタの状態を確認することができます。確認できる

項目は、次の４つです。 

 

１．ＣＯＭＰ   ＨＩＧＨ，ＬＯＷ，ＯＫ 

２．ＰＩＬＯＴ   ＮＯＮＥ，ＯＫ（ＣＯＭＰ），ＯＫ（ＥＸＴ） 

３．ＡＦ－Ｌ   ＨＩＧＨ，ＬＯＷ，ＯＫ 

４．ＡＦ－Ｒ   ＨＩＧＨ，ＬＯＷ，ＯＫ 

 

6.5.1 ステータス画面の説明 

 

 

 

  ① 外部コンポジット信号の入力レベルを表示します。 

 

② 外部コンポジット信号の入力レベルの状態を表示します。入力レベル

が①の表示の±２％の範囲であればＯＫと表示されます。入力レベルが低

いときはＬＯＷ高いときはＨＩＧＨと表示されます。 

 

③ Ｌ－ＭＳＫ信号が同期しているパイロット信号を表示します。外部ま

たは、内蔵のステレオ信号発生器のコンポジット信号に同期しているとき

はＯＫ（ＣＯＭＰ）と表示されます。外部パイロット信号に同期している

ときはＯＫ(ＥＸＴ)と表示されます。パイロットの供給がなく本器内蔵の

発信器に同期しているときはＮＯＮＥと表示されます。 

 

④,⑤ 外部オーディオ信号の入力レベルの状態を表示します。(④はＬ，

⑤はＲ)入力レベルが２Ｖｐ－ｐ±２％の範囲であればＯＫと表示されま

す。入力レベルが低いときは LOW高いときは HIGHと表示されます。 

①

②

③

④

⑤
 



31 

 

6.6 パネルキーによる設定 

6.6.1 外部データ変調の方法 

 

本器は、外部入力コネクタのＤＡＴＡ，ＣＬＯＣＫを使用することにより外部記憶装置

から直接データ変調を行うことができます。外部データと内部データの切換えは、パネル

キーで行います。フロントパネルのＤＡＴＡセレクトキーを押しＬＥＤが点灯していると

きは、外部データ変調モードです。外部データで変調を行うときは、図 6-6に従って信号

を入力してください。 

 

ＤＡＴＡ

ＣＬＯＣＫ

３０ｕＳ以上

 

図 6-6 外部変調タイミング 

※ 外部データ変調に関する注意点 

 

 ◎ ＣＬＯＣＫ，ＤＡＴＡは、ＴＴＬレベルで入力してください。 

 ◎ ＣＬＯＣＫ周波数は、１６ｋＨｚ±５００Ｈｚの範囲で入力してください。 

◎ ＣＬＯＣＫ信号のデューティーサイクルは、”Ｈ”の時間が３０ｕＳ～３５ｕ

Ｓになるようにしてください。 

 ◎ ＤＡＴＡは、ＣＬＯＣＫ信号の立ち上がりから３０ｕＳ以上保持してください。 

 

本器が誤動作する恐れがありますので以上の項目を厳守してください。 
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6.6.2 レコードデータの内容確認 

 

本器は、１６個のレコードデータの内容を簡易的に確認することができます。フロント

パネルのＶＩＥＷキーを押すとＶＩＥＷ画面に切換ります。ＶＩＥＷ画面は、図 6-7のよ

うな構成になっています。 

  ① 現在表示しているレコードナンバーを表示します。 

 

  ② ヘッダ文を表示します。 

 

  ③ 本文を表示します。 

 

6.6.2.1 ＶＩＥＷ画面の操作法 

 

ＶＩＥＷ画面では、付属のＤＡＲＣエディタで作成したレコードデータの文字を簡易的

に確認することができます。ここでは、図 6-8のようなＤＡＲＣデータを例にして操作の

説明をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

②

③

 

図 6-7 ＶＩＥＷ画面 

番
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文

ヘ
ッ
ダ
文

本
文

先 
 

頭

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
 

図 6-8 ＤＡＲＣデータ例 
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ＶＩＥＷ画面で確認できる情報は、ページデータ内のヘッダ文と本文だけです。レコー

ドデータの先頭から順番に表示していきます。また、表示の便宜上ヘッダ文がページの区

分になっています。 

 

１．本文のスクロール方法 

 

【ＶＩＥＷ】キーを押す 

 

 

図 6-8 ①のヘッダ文と②の本文が表示される。 

 

 

【▼】キーを押すと③の本文が表示される。 

 

２．ページの切換え 

 

【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから【▼】キーを押す。 

 

 

図 6-8 ④のヘッダ文と⑤の本文が表示される。 

ヘッダ文

① 

ヘッダ文

① 

本文② 

本文③ 

ヘッダ文

④ 
本文⑤ 

ヘッダ文

① 
本文③ 
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6.6.3 コンポジット信号のＯＮ／ＯＦＦ 

 

本器は、パネルキースイッチでコンポジット信号をＯＮ／ＯＦＦすることができます。

フロントパネルのＣＯＭＰと表示された出力ＯＮ／ＯＦＦスイッチのＬＥＤが点灯して

いる時は、信号出力端子にコンポジット信号が出力されます。 

この操作でＯＮ／ＯＦＦできる信号は、外部または内部のステレオコンポジット信号の

みでＬ－ＭＳＫ信号及びＭＩＸ ＩＮＰＵＴ端子から入力された信号は、ＯＮ／ＯＦＦで

きません。 

 

6.6.4 Ｌ－ＭＳＫ信号のＯＮ／ＯＦＦ 

 

本器は、パネルキースイッチでＬ－ＭＳＫ信号をＯＮ／ＯＦＦすることができます。フ

ロントパネルのＬ－ＭＳＫと表示された出力ＯＮ／ＯＦＦスイッチのＬＥＤが点灯して

いる時は、信号出力端子にＬ－ＭＳＫ信号が出力されます。 

この操作でＯＮ／ＯＦＦできる信号は、Ｌ－ＭＳＫ信号のみでステレオコンポジット信

号及びＭＩＸ ＩＮＰＵＴ端子から入力された信号は、ＯＮ／ＯＦＦできません。 

 

6.6.5 リモートローカルの切換え 

 

本器は、ＧＰ－ＩＢまたは、付属のＤＡＲＣエディタを使用してリモートコントロール

を行っているときは、ＬＯＣＡＬキーのＬＥＤが点灯しパネルからの操作が無効になりま

す。（リモートモード） 

この状態からパネル操作を行うときは、ＬＯＣＡＬキーを押しＬＥＤが消灯した状態に

してください。（ローカルモード） 

 

6.6.6 ＬＣＤ表示の反転 

 

本器は、【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから【．】キーを押すことによりＬＣＤ表示が反

転します。この操作を行うたびにＬＣＤ表示の白と黒が反転します。 

 

6.6.7  コントラストの調整 

 

ＬＣＤ表示が、濃すぎたり薄すぎたりするときは、ＣＯＮＴＲＡＳＴボリュームを回し

て濃度を調節してください。 
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6.6.8 Ｌ－ＭＳＫ変調パターンの切換え 

 

本器は、通常のＤＡＲＣデータの他にデータＡＬＬ０，データＡＬＬ１のＬ－ＭＳＫ信

号を出力することができます。 

 

【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから【０】キーを押すことによりデータＡＬＬ０に切換り

ます。 

データがＡＬＬ０に設定されているときは、ＭＡＩＮメニューのレコードナンバーの表

示がＡＬＬ０になり（図 6-9参照）ＭＳＫ変調のＯＮ／ＯＦＦに関係なくＡＬＬ０のＬ－

ＭＳＫ信号が出力されます。 

【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから【１】キーを押すことによりデータＡＬＬ１に切換り

ます。 

データがＡＬＬ１に設定されているときは、ＭＡＩＮメニューのレコードナンバーの表

示がＡＬＬ１になりＭＳＫ変調のＯＮ／ＯＦＦに関係なくＡＬＬ１のＬ－ＭＳＫ信号が

出力されます。 

【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから【４】キーを押すと、通常の変調動作にもどります。 

 

 

 

  図 6-9 ＡＬＬ０出力時の表示 

現在ＡＬＬ０のデータが出

力されていることを表して

います。 
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6.6.9 プリセットメモリの設定 

 

本器は、プリセットメモリに各種設定を１００種類まで記憶することができます。記憶

可能な項目は、表 6-2を参照してください。 

 

モ ー ド 設       定 内      容 

ＭＡＩＮ Ｌ－ＭＳＫ変調 ON/OFF 

Ｌ－ＭＳＫレベルコント

ロール 

AUTO/MANU 0.0～25.5% 

レコード 00～15，EXT 

出力レベル BUFFER1  0.00～10.00Vp-p 

BUFFER2  0.00～3.00Vp-p 

BUFFER3  0.00～1.00Vp-p 

ＲＥＭＯＴ

Ｅ 

通信速度 2400/4800/9600/19200bps 

データ長 7/8bit 

パリティ EVEN/ODD/NONE 

ストップビット 1/2bit 

ＧＰ－ＩＢアドレス 00～30 

ＣＯＮＦＩ

Ｇ 

外部入力レベル 10/3/1Vp-p 

コンポジット入力 INT/EXT 

Ｌ－ＭＳＫコントロール COMP(INT)/COMP(EXT)/EXT L,R 

パイロット入力 COMP(INT)/COMP(EXT)/EXT  

外部ミキサ入力 ON/OFF 

ＳＴＥＲＥ

Ｏ 
＊１ 

ＡＦ変調率 0.00～127.5% 

パイロット変調率 OFF/ON  0～15% 

変調モード OFF/MAIN/L&R/SUB/LEFT/RIGHT/MONO 

ＡＦ周波数 400Hz/1kHz/6.3kHz/10kHz/15kHz/EXT 

プリエンファシス OFF/25uS/50uS/75uS 

パ ネ ル 変調データ INT/EXT 

コンポジット信号 ON/OFF 

Ｌ－ＭＳＫ信号 ON/OFF 

ＬＣＤ表示 REVERSE/NOMAL 

ＢＥＲ モード INT/EXT 

測定回数 0～1000 

判定機能 ON/OFF 

判定値 0.00～99.99% 

エラー測定オートスタート＊

２ 
ON/OFF 

＊１ オプション搭載時のみ有効 

＊２  6.6.9.3 エラー測定のオートスタート参照 

表 6-2 プリセットメモリに記憶可能な設定 
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6.6.9.1 メモリストアの方法 

 

【ＳＴＯ】キーを押す。 

 

 

 

 

 

【▲】【▼】キー又は、テンキーを

押しストアしたい番号に設定する。 

 

 

 

 

【ＥＮＴ】キーを押し、決定する。 

 

 

 

 

 

6.6.9.2 メモリリコールの方法 

 

リコールの手順は、ストアと同じく【ＲＣＬ】キーを押してから番号を設定し【ＥＮＴ】

キーで決定します。リコール操作を行うと通常はメイン画面を表示します。【ＲＣＬ】キー

を押すと画面右上にＲＣＬと表示されます。（図 6-10参照） 

ＶＩＥＷ画面，データコピー画面，データ移動画面，データセーブ画面では、ストア、

リコール動作は行なえません。 

 

 

図 6-10 ストア，リコール時の表示 

 

 

 

ストア動作のときは、ＳＴ

Ｏと表示されます。 

リコール動作のときは、Ｒ

ＣＬと表示されます。 
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6.6.9.3 エラー測定のオートスタート 

 

本器は、エラーレート測定画面でストア動作を行なうことによりエラー測定のオートス

タートを記憶させることができます。エラーレート測定画面で記憶した設定を呼び出した

場合は、設定を呼び出すと同時にエラーレート測定が自動的にスタートします。オートス

タート時には、判定機能が自動的にＯＮになります。記憶されている測定回数が１の時に

は、オートスタートは行ないません。（参照） 

 

6.6.10 外部データの記憶 

 

本器は、外部入力コネクタから入力されたデータを最大６０フレームまで記憶すること

ができます。ＤＡＴＡセレクトキーのＬＥＤが点灯している状態で【ＳＨＩＦＴ】キーを

押してから【ＳＴＯＲ】キーを押すと外部データセーブ画面に切換ります。 

 

6.6.10.1 データのストア 

 

データセーブ画面にする。 

 

 

 

 

 

【F１】キーを押すとセーブを開始

する。 

 

 

 

 

ブロック及びフレームが同期する

とデータセーブが始まる。 

 

 

 

 

【F２】キーを押すとデータセーブ

が停止する。 

この時【F２】キーではなく【F３】

キーを押すと直前のフレームまで

をセーブして元のメニューに戻る。 
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【F３】キーを押すと元のメニュー

に戻る。 

 

 

 

 

データを６０フレーム分セーブすると下記の画面を表示してセーブは終了する。 
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6.6.11 ビットエラーレートの測定 

 

本器は、ＰＮ９信号と外部から入力された復調信号を比較しビットエラーレートを表示

させることができます。比較するビット数は、２０００～２００００００ｂｉｔまで２０

００ｂｉｔ単位で設定することができます。 

ビットエラーレートは２０００ｂｉｔ単位で測定された値とそれを数回繰り返した平

均値が表示されます。また、予め設定された値と平均値とを比較しＯＫ，ＮＧの判定を表

示することができます。 

各種の設定は、ビットエラーレート画面で【Ｆ５】キーを押しオプション画面に切換え

ておこないます。 

 

6.6.11.1 ＭＯＤＥの設定 

 

ビットエラーレート平均値の表示方法を切換えます。ＦＩＸＥＤに設定すると指定され

た測定回数を終了した時点で表示の更新を行います。ＣＯＮＴに設定すると２０００ｂｉ

ｔ測定毎に表示の更新を行います。 

 

【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから 

【ＥＮＴ】キーを押してビットエ

ラー画面にする。 

 

 

 

【F５】キーを押してオプション画

面に切換える。 

 

 

 

 

【F１】キーを押すと AVERAGE MODE

の表示が反転する。 

 

 

 

 

再度【F１】キーを押すと設定が切

換る。 
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6.6.11.2 ＮＵＭＢＥＲの設定 

 

ビットエラーレートを測定する回数を１～１０００の範囲で設定します。一回の測定で

２０００ｂｉｔのＰＮ９信号を比較するのでこの数値が１００に設定されていれば、（２

０００×１００）ｂｉｔの比較を行うことになります。 

 

オプション画面を開く。 

 

 

 

 

 

【 F２】キーを押すと AVERAGE 

NUMBERの表示が反転する。 

 

 

 

 

テンキーで設定値を入力する。 

 

 

 

 

 

【ＥＮＴ】キーで決定する。 
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6.6.11.3 ＪＵＤＧＥの設定 

 

ビットエラーレートの平均値と予め設定した数値を比較し判定機能の設定を行います。

判定機能がＯＮに設定されている場合は、設定回数の測定が終了した時点で比較を行いＯ

Ｋ，ＮＧのいずれかを表示して測定を終了します。ただし測定回数が１に設定されている

場合は、判定機能がＯＮに設定されていても測定は終了しません。 

 

オプション画面を開く。 

 

 

 

 

 

【Ｆ３】キーを押すとＪＵＤＧＥの

表示が反転する。 

 

 

 

 

再度【Ｆ３】キーを押すと設定が切

換る。 

 

 

 

 

6.6.11.4 ＪＵＤＧＥ ＲＡＴＥの設定 

 

判定機能で比較するためのエラーレートの設定を行います。ＪＵＤＧＥがＯＮに設定さ

れている場合、測定結果がこの数値より大きければＮＧ、以下ならばＯＫと表示されます。

数値は、０．００％～９９．９９％の範囲で設定します。 

 

オプション画面を開く。 
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【Ｆ４】キーを押すとＪＵＤＧＥ 

ＲＡＴＥの表示が反転する。 

 

 

 

 

テンキーで設定値を入力する。 

 

 

 

 

 

【ＥＮＴ】キーで決定する。 
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6.6.11.5 測定例 

 

下記のように本器と標準信号発生器，被測定器を接続します。 

 

 

被測定器

標準信号発生器
 

図 6-11  エラーレート測定接続例 
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【ＳＨＩＦＴ】キーを押してから 

【ＥＮＴ】キーを押してビットエ

ラー画面にする。 

 

 

 

【Ｆ１】キーを押すと測定を始める。 

 

 

 

 

 

出力データと入力データが同期す

ると画面にＳＹＮＫと表示される。

＊１ 

数秒待っても同期しない場合は、測

定条件を理想状態にしてください。 

 

 

被測定器の状態を変化させてビッ

トエラーの測定を行います。＊２ 

 

 

 

 

指定された測定回数を終了すると

平均値と判定結果を表示して測定

を終了する。＊３  ＊４ 

 

 

 

＊１  出入力データの遅延量が２０クロック以上ある場合は、同期を取ることができませ

ん。又、測定条件が悪くビットエラーが多い場合も同期が取れない場合があります。 

＊２  一度、同期すれば測定条件が悪化しても同期がずれることはありません。又、同期

状態から±３クロックの遅延は、測定毎に補正されます。 

３  判定機能がＯＦＦに設定されている場合は、測定は、終了せずに平均値を表示した

後にカウンタをクリアして再度測定を開始します。 

＊４  測定モードがＣＯＮＴに設定されている場合は、２０００ｂｉｔ測定毎に平均値が

更新されます。 
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6.6.12 ＧＰ－ＩＢを利用したデータの移動 

 

本器は、ＧＰ－ＩＢを利用して２台のＭＳＧ－２１７３を接続し機器間でのデータの移

動ができます。データの移動は、次の４種類の単位で行ないます。 

① ＳＥＴＵＰ  プリセットメモリの内容を移動します。 

② ＲＥＣＯＲＤ データレコードの１～１５の内容をすべて移動します。 

③ ＥＸＴ    外部データの内容を移動します。 

④ ＡＬＬ    ①～③のすべてを移動します。 

 本操作は、設定を誤ると移動先のデータが破壊される恐れがあります。以下の操作手順

をよく読みデータの移動を行なってください。 

 本操作を行なう場合、ＧＰ－ＩＢでコピー元とコピー先の２台以外は、接続しないでく

ださい。他の機器が接続されている場合は、本器が誤動作する恐れがあります。 

本画面を開いている間は、全てのリモート制御は無効になります。 

 

6.6.12.1  移動元の準備 

  

移動元になる機器の設定を行ないます。 

 

 ２台のＭＳＧ－２１７３をＧＰ

－ＩＢで接続し【SHIFT】キーを押

してから【３】キーを押しデータ移

動画面を開く。このとき転送モード

は必   

ずトーカーに設定されています。 

 

 【Ｆ４】キーを押すとデータの単

位をエディットモードにする。 

 

 

 

 

さらに【Ｆ４】キーを押すと設定が

切り換わる。 

 

 

 

 

以上で移動元の準備は、完了です。 
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6.6.12.2 移動先の準備 

 

 移動先の準備を行ないます。 

  

【Ｆ１】キーを押してモードをエ

ディットモードにする。 

 

 

 

 

さらに【Ｆ１】キーを押してモード

をリスナーに設定する。 

 

 

 

 

【Ｆ４】キーを押してデータの単位

を設定する。 

 

 

  

 

 以上で移動先の準備は、完了です。 

 

6.6.12.3 移動の開始 

 

 各機器の設定が終了したら【Ｆ１】キーを押して移動を始めます。このとき移動するデー

タの単位が別々に設定されていると移動は行ないません。 

  

移動先の機器の【Ｆ１】キーを押し

て待機状態にする。この状態のとき

は、【Ｆ２】キーで中止することが

できます。 
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移動元の機器の【Ｆ１】キーを押す

と移動を開始する。一度移動を開始

すると終了まで停止できません。 

 

 

        ▲ 移動元表示 

 

 

 

 

 

        ▲ 移動先表示 

 

データ単位の設定が違っている場合に移動先の機器は次の様に表示し移動動作を行ない

ません。 

 

 このとき移動元の機器は、全ての動作を停止してしまうので一度電源を切り再起動して

ください。 

 

 移動が正常に終了すると次のように表示されます。 

 

▲ 移動元表示 

 

▲ 移動先表示 

 以上で移動動作は終了です。 
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6.6.13 レコードデータの複写 

 

 本器は、外部から取り込んだデータやダウンロードしたデータをパネル操作で他のレ

コードへ複写することができます。 

 

6.6.13.1 データの複写 

 

 データの複写を行ないます。複写元のデータを０１～１５，ＥＸＴ，ＣＬＲから選び複

写先０１～１５のいずれかに複写します。複写元にＣＬＲを選択すると複写先のデータは、

消去されます。（ 6.6.13.2  レコードデータの消去 参照） 

  

【SHIFT】キーを押してから【６】

キーを押しデータ複写画面を開く。 

 

 

 

 

【Ｆ３】キーを押して複写元をエ

ディットモードにする。 

 

 

 

 

テンキーまたは、カーソルキーでレ

コードを選択する。 

 

 

 

 

【Ｆ４】キーを押して複写先をエ

ディットモードにする。 

 

 

 

 

 テンキーまたは、カーソルキーで 

レコードを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 



50 

 

【Ｆ１】キーを押すと複写を開始す

る。 

 

 

 

 

 

 複写が正常に終了すると次のように表示されます。 

 

 

 

複写に失敗した場合は以下の様に表示されます。 

 

▲ エラー画面① 

 

▲ エラー画面② 

 

 複写元にデータが無い場合は、エラー画面①の様に表示され複写は行ないません。 

複写を行なうとＥＸＴを除くデータの合計が１００フレームを越えてしまう場合は、エ

ラー画面②の様に表示され複写を行ないません。この場合は、次項 6.6.13.2  レコード

データの消去を参照して複写に必要なメモリを確保してください。 
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6.6.13.2 レコードデータの消去 

 

 データの消去を行ないます。複写元のデータをＣＬＲに設定し複写先に消去したいレ

コードを選択すると複写先のデータは、消去されます。 

  

 複写元をＣＬＲに設定する。 

 

 

 

 

 

複写先に消去したいレコードを選

択する。 

 

 

 

 

【Ｆ１】キーを押すと消去を開始す

る。 

 

 

 

 

 

 消去が正常に終了すると次のように表示されます。 

 

 

 データの無いレコードを消去しようとした場合には、下記の様に表示されます。 

 

 

 以上で消去動作は終了です。 
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6.7  ＭＳＧ－２１７３－ＳＴ 

 

本器は、専用のステレオ信号発生器を組み込むことにより１台でＦＭ多重信号を出力す

ることが可能になります。オプションを内蔵した場合は、ＬＣＤ画面のファンクションメ

ニューにＳＴＥＲＥＯと表示されるようになり対応したファンクションキーを押すこと

によりＳＴＥＲＥＯメニューに切換り各種設定が可能になります。 

 

6.7.1 性能 

 

分離度    ３０Ｈｚ～１５ｋＨｚ ６０ｄＢ 

 

周波数特性   ３０Ｈｚ～１５ｋＨｚ ±０．２Ｈｚ 

 

最大出力電圧   １２．７５Ｖｐ－ｐ １２７．５％設定時 

 

ひずみ率   ３０Ｈｚ～１５ｋＨｚ ０．０１％以下  

      （MODURATION 100%設定時） 

 

Ｓ／Ｎ    ８６ｄＢ以上 （MODURATION 100%設定時） 

 

３８ｋＨｚリーケージ  －５０ｄＢ以下 

 

パイロット周波数  １９ｋＨｚ±１Ｈｚ 

 

内部変調 

 

 周波数   ４００，１ｋ，６．３ｋ，１０，１５ｋＨｚ 

 

 確度   ±３％ 

 

外部変調 

 

 入力周波数範囲  ３０Ｈｚ～１５ｋＨｚ 

 

 入力電圧  ２．０Ｖｐ－ｐ 

 

 入力インピーダンス 約１０ｋΩ不平衡 

 

プリエンファシス  ＯＦＦ，２５μＳ，５０μＳ ，７５μＳ 
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ＳＣＡ 

 

 最大入力レベル  １０Ｖｐ－ｐ 

 

 入力インピーダンス 約１０ｋΩ不平衡 

 

 入出力利得  １．０（＋０ｄＢ，－１ｄＢ） 周波数範囲  50kHz～100kHz 

 

背面出力 

 

 パイロット出力  約４Ｖｐ－ｐ 

 

 内部変調出力  約２Ｖｐ－ｐ 
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6.7.2 背面パネルの説明 

 

オプションを内蔵すると背面パネルに図 6-12のようなサブパネルが実装されます。 

 

 ①  ＳＣＯＰＥ ＰＨＡＳＩＮＧ ボリューム 

 本器の位相校正を行う場合の基準位相校正用ボリュームです。 

 

 ②  ＰＩＬＯＴ ＰＨＡＳＩＮＧ ボリューム 

 パイロット信号出力の位相調整用ボリュームです。 

 

 ③  ＰＩＬＯＴ ＯＵＴＰＵＴ コネクタ 

 パイロット信号の出力コネクタです。 

 

 ④  ＩＮＴ ＭＯＤ ＯＵＴＰＵＴ コネクタ 

 内部ＡＦ発振器の信号出力コネクタです。 

 

 ⑤  ＳＣＡ ＩＮＰＵＴ コネクタ 

ＳＣＡ信号の入力コネクタです。 

 

 

図 6-12  ＭＳＧ－２１７３－ＳＴ背面図 

① ② ③ ④ ⑤ 



55 

 

6.7.3 ＳＴＥＲＥＯメニューの設定 

 

本器は、ＭＳＧ－２１７３－ＳＴ（ステレオ信号発生器）が内蔵されている場合、ファ

ンクションメニューに［ＳＴＥＲＥＯ］と表示されるようになります。メニューに対応し

たファンクションキーを押すことによりＳＴＥＲＥＯメニュー画面に切換ります。 

ＳＴＥＲＥＯメニューで設定できる項目は、次の５つです。 

 

１． ＭＯＤＵＬＡＴＩＯＮ ０．０～１２７．５％ ０．５％ステップ 

２． ＰＩＬＯＴ   ＯＦＦ／ＯＮ ０～１５％     １％ステップ 

３． ＭＯＤＥ   OFF／MAIN／L & R／SUB／LEFT／RIGHT／MONO 

４． ＳＯＵＲＣＥ  ＥＸＴ／４００Hz／１kHz／６．３kHz／１０kHz／１５kHz 

５． ＰＲＥ－ＥＭＰＨＡＳＩＳ ＯＦＦ／２５μＳ／５０μＳ／７５μＳ 

 

6.7.3.1 ＡＦ信号変調率の設定 

 

本器の、出力レベル設定値を１００％とした時のＡＦ信号の変調率を設定します。設定

は、テンキーで設定を変更します。設定範囲は、０．０～１２７．５％で【▲】【▼】キー

を１度押すごとに０．５％ステップで設定が変化します。 

テンキーを使用して設定した場合小数点以下一桁目が、０．１％～０．４％の場合は、

０．０％，０．５％～０．９％の場合は、０．５％になります。 

 

6.7.3.2 パイロット信号変調率の設定 

 

本器の出力レベル設定値を１００％とした時のパイロット信号の変調率を設定します。

又は、テンキーで設定を変更します。設定をＯＮにするとパイロット信号の変調率を０～

１５％の範囲で設定をすることができます。 

 

エディットモードにする。 

 

 

 

 

 

【▲】【▼】キーで設定をＯＮにす

る。 

 

 

 

 

 



56 

 

 

（この状態の時に【▲】【▼】キー

を押すと設定が１％ステップで変

化する。） 

 

 

設定したい数値を入力する。 

 

 

 

 

 

【ＥＮＴ】キーで決定する。 

 

 

 

 

 

6.7.3.3 変調モードの設定 

 

てエディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。設定できるモード

は、ＯＦＦ，ＭＡＩＮ，Ｌ ＆ Ｒ，ＳＵＢ，ＬＥＦＴ，ＲＩＧＨＴ，ＭＯＮＯの７種類で

す。【▲】キーを押すと、ＯＦＦ－ＭＡＩＮ－Ｌ＆Ｒ－ＳＵＢ－ＬＥＦＴ－ＲＩＧＨＴ－

ＭＯＮＯの順番に設定が切換りＭＯＮＯの次はＯＦＦになります。【▼】キーを押すと逆

の順番に設定が切換りＯＦＦの次はＭＯＮＯになります。 

 

6.7.3.4 発振周波数の設定 

 

を押してエディットモードにしてから【▲】【▼】キーで設定を変更します。設定できる

周波数は、ＥＸＴ，４００Ｈｚ，１ｋＨｚ，６．３ｋＨｚ，１０ｋＨｚ，１５ｋＨｚの６

種類です。【▲】キーを押すと、 ＥＸＴ－４００Ｈｚ－１ｋＨｚ－６．３ｋＨｚ－１０

ｋＨｚ－１５ｋＨｚの順番に設定が切換り１５ｋＨｚの次はＥＸＴになります。【▼】

キーを押すと逆の順番に設定が切換りＥＸＴの次は１５ｋＨｚになります。 
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6.7.3.5 プリエンファシスの設定 

 

ステレオコンポジット信号にかけるプリエンファシスの設定をします。設定メニューの

します。設定できる時定数は、ＯＦＦ，２５μＳ，５０μＳ，７５μＳの４種類です。【▲】

キーを押すと、 ＯＦＦ－２５μＳ－５０μＳ－７５μＳの順番に設定が切換り７５μＳ

の次はＯＦＦになります。【▼】キーを押すと逆の順番に設定が切換りＯＦＦの次は７５

μＳになります。 

 

6.7.4 変調モードの説明 

 

6.7.4.1 ＯＦＦ 

 

パイロット信号を除くＡＦ信号による変調を０ＦＦにします。この場合本器の出力は、

パイロット信号のみとなります。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:90.0% PILOT:10% 

 MODE:OFF SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 

 

6.7.4.2 ＭＡＩＮ 

 

ＬＥＦＴ信号、ＲＩＧＨＴ信号に同相同レベル（Ｌ＝Ｒ）の信号が加わった状態になり

ます。外部信号で変調をかける場合は、Ｌ側に信号を入力して下さい。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:90.0% PILOT:10% 

 MODE:MAIN SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 
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6.7.4.3 Ｌ＆Ｒ 

 

出力は、２つの信号で変調をかけた信号になります。内蔵ＡＦ発振器は、ＬＥＦＴ信号

になります。ＲＩＧＨＴ信号は、外部入力端子から入力して下さい。ＳＯＵＲＣＥをＥＸ

Ｔに設定すると、Ｌ，Ｒ共に外部入力になります。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:100.0% PILOT:0% 

 MODE:L&R SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 

 

6.7.4.4 ＳＵＢ 

 

ＬＥＦＴ信号とＲＩＧＨＴ信号が逆位相同レベル（Ｌ＝－Ｒ）の信号が加わった状態に

なります。外部信号で変調をかける場合は、Ｌ側に信号を入力して下さい。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:100.0% PILOT: 0% 

 MODE:SUB SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 

 

6.7.4.5 ＬＥＦＴ 

 

ＬＥＦＴ信号だけが加わった状態になります。外部信号で変調をかける場合は、Ｌ側に

信号を入力して下さい。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:100.0% PILOT:0% 

 MODE:LEFT SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 
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6.7.4.6 ＲＩＧＨＴ 

 

ＲＩＧＨＴ信号だけが加わった状態になります。外部信号で変調をかける場合は、Ｌ側

に信号を入力して下さい。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:100.0% PILOT: 0% 

 MODE:RIGHT SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 

 

6.7.4.7 ＭＯＮＯ 

 

パイロット信号が無くなりＡＦ信号のみの状態になります。外部信号で変調をかける場

合は、Ｌ側に信号を入力して下さい。 

 

 COMP:ON L-MSK:OFF 

 OUTPUT LEVEL:10.00Vp-p 

 MODULATION:100.0% PILOT: 0% 

 MODE:ＭＯＮＯ SOURCE:1kHz 

 PRE-EMPHASIS:OFF 

 X:0.5mS/DIV Y:2Vp-p/DIV 

 

6.7.5 位相校正 

 

ステレオコンポジット信号の３８ｋＨｚスイッチング信号とパイロット信号の位相がず

れていると、復調時のセパレーションが悪くなります。従って変調器では３８ｋＨｚス

イッチング信号とパイロット信号の位相を一致させておかなければなりません。本器では、

パイロット信号の位相を調整し３８ｋＨｚスイッチング信号の位相に一致させます。 

 

 

 



60 

 

6.7.5.1 オシロスコープの位相校正 

 

オシロスコープは、一般的にＸ軸とＹ軸間に位相差があります。従って位相校正は、オ

シロスコープのＸ軸とＹ軸間の位相差の校正から行わなければなりません。 

 

１）本器とオシロスコープを図 6-13の様に接続します。 

 

 

図 6-13 位相校正接続図 

 

２）本器を下記の様に設定します。 

 

ＭＡＩＮメニュー 

 ＯＵＴＰＵＴ   ：１０．００Ｖｐ－ｐ 

 

ＣＯＮＦＩＧメニュー 

 ＣＯＭＰ   ：ＩＮＴ 

 Ｌ－ＭＳＫ ＣＯＮＴＲＯＬ ：ＣＯＭＰ（ＩＮＴ） 

 ＰＩＬＯＴ   ：ＩＮＴ 

 

ＳＴＥＲＥＯメニュー 

 ＰＩＬＯＴ   ：ＯＮ   １５％ 

 ＭＯＤＥ   ：ＯＦＦ 

 ＰＲＥ－ＥＭＰＨＡＳＩＳ ：ＯＦＦ 

 

パネルキー 

 ＣＯＭＰ   ：ＯＮ（ＬＥＤ点灯） 

 Ｌ－ＭＳＫ   ：ＯＦＦ（ＬＥＤ消灯） 

 

３） オシロスコープの入力感度をＸ軸  500mV/DIV、Ｙ軸  500mV/DIVに設定しリサージュ

波形を表示します。オシロスコープの設定は、6.7.5.2 パイロット信号と３８ｋＨｚ副搬

送波の位相校正が終わるまで絶対に切換えないで下さい。 

MSG-2173 前面 

MSG-2173 背面 

X Y 

① ② 
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波形が図 6-14（Ｂ）の様になるように図 6-13 ① [SCOPE PHASING]のボリュームを調整

します。 

 

 

図 6-14 リサージュ波形１ 

6.7.5.2 パイロット信号と３８ｋＨｚ副搬送波の位相校正 

 

１） エラー! 参照元が見つかりません。 エラー! 参照元が見つかりません。に従って本

器を下記のように設定する。 

 

ＳＴＥＲＥＯメニュー 

 ＭＯＤＵＬＡＴＩＯＮ  ：９０．０％ 

 ＰＩＬＯＴ   ：ＯＮ   １０％ 

 ＭＯＤＥ   ：ＳＵＢ 

 ＳＯＵＲＣＥ   ：４００Ｈｚ 

 ＰＲＥ－ＥＭＰＨＡＳＩＳ ：ＯＦＦ 

 

パネルキー 

 ＣＯＭＰ   ：ＯＮ（ＬＥＤ点灯） 

 Ｌ－ＭＳＫ   ：ＯＦＦ（ＬＥＤ消灯） 

   
位相が合っていな

い 

位相が合っている 位相が１８０°ずれて

いる 
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２） 波形が（Ａ）の様になるように 図 6-13②｢PILOT PHASE｣のボリュームを調整します。 

 

図 6-15 リサージュ波形 

 

（Ａ） （Ｂ）

位相の合った場合 位相の一致しない場合
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7 使用例 

 

ここでは、本器でＦＭ多重放送の試験をする場合の使用方法を説明します。 

ＦＭ放送では、１００％変調時の周波数偏移を７５ｋＨｚと定めています。これから記

す例は、全て試験変調１００％で使用する場合のものです。 

 

7.1 接続例 １ 

 

本器を FM ステレオ/FM-AM 標準信号発生器と接続し、ＦＭ多重信号を発生させる場合

の接続方法をＭＳＧ－２２８０を例に説明します。 

 

7.1.1 FMステレオ/FM-AM標準信号発生器との接続 

 

１） 6. 操作法に従って本器を下記のように設定する。 

 

CONFIGメニュー MANINメニュー 

INPUT LEVEL ：3Vp-p L-MSK MOD ：ON 

COMP ：EXT LEVEL ：MANU 10％ 

L-MSK CONTROL ：COMP（EXT） RECORD ：00 

PILOT ：COMP（EXT） OUTPUT ：1.00Vp-p 

パネルキー 

COMP ：ON（LED点灯） 

L-MSK ：ON（LED点灯） 

 

２） ＭＳＧ－２２８０（FMステレオ/FM-AM標準信号発生器）を取扱説明書に従って下記

のように設定する。 

 

MODULATION MODE 

FM ON  :ON(LED点灯) 

FM EXT  :ON(LED点灯) 

PILOT  :ON(LED点灯) 

L  :ON(LED点灯) 

MODULATION  :75kHz 

PILOT  :10% 

M+S  :80% 

FM外部内部同時変調:ON 
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図 7-1 ＭＳＧ－２２８０との接続 

 

３） この状態での出力は図 7－2のようになります。 

 

100%

10%

40%

MAINチャネル
（L+R)

SUBチャネル
（L-R)

下側波帯 上側波帯

15kHz 15kHz 15kHz

19kHz10kHz 38-10kHz 38+10kHz 76kHz

変
調
率

周波数
 

図 7-2 ＦＭ多重コンポジット信号 周波数スペクトル 

 

 

 

 

 

 

7.2 接続例 ２ 

 

本器にＭＳＧ－２１７３－ＳＴ（ステレオ信号発生器）を内蔵し、標準信号発生器

と接続し、ＦＭ多重信号を発生させる場合の接続方法をＭＳＧ－２５８０を例にと

COMPOSITE 端子 

（背面） 
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り説明します。 

 

7.2.1 標準信号発生器との接続 

 

１） 6. 操作法に従って本器を下記のように設定します。 

 

CONFIGメニュー MAINメニュー 

INPUT LEVEL ：10Vp-p L-MSK MOD ：ON 

COMP ：INT LEVEL ：MANU 10.0％ 

L-MSK CONTROL ：COMP（INT） RECORD ：00 

PILOT ：COMP（INT） OUTPUT ：3.00Vp-p 

 

STEREOメニュー パネルキー 

MODULATION ：80.0％ COMP ：ON（LED点灯） 

PILOT ：ON 10％ L-MSK ：ON（LED点灯） 

MODE ：L＆R 

SOURCE ：1kHz 

 

この状態でＬ＆Ｒ＝８０％，ＰＩＬＯＴ＝１０％，Ｌ－ＭＳＫ＝１０％、トータル

１００％の変調になります。 

 

出力電圧は、ＯＵＴＰＵＴ＝３．００Ｖｐ－ｐとなっているので、Ｌ＆Ｒ＝２．４

Ｖｐ－ｐ，ＰＩＬＯＴ＝０．３Ｖｐ－ｐ，Ｌ－ＭＳＫ＝０．３Ｖｐ－ｐのトータル

３．００Ｖｐ－ｐになります。 

 

２） ＭＳＧ－２５８０（標準信号発生器）を取扱説明書に従って外部変調信号によっ

てＦＭ変調がかけられる状態にする。周波数偏移は７５ｋＨｚに設定する。 

 

３） 図 7-3 のように接続してＭＳＧ－２５８０のＭＯＤＵＬＡＴＩＯＮ表示分ＬＥＶ

ＥＬ ＨＩ ＬＯＷランプが両方共消えるようにＭＡＩＮメニューでＯＵＴＰＵＴ

を調整する。 

 

この状態でＬ＆Ｒ＝８０％，ＰＩＬＯＴ＝１０％，Ｌ－ＭＳＫ＝１０％、トータル

１００％の変調になります。 

 

周波数偏移は、１００％＝７５ｋＨｚとなっているので、Ｌ＆Ｒ＝６０ｋＨｚ，Ｐ

ＩＬＯＴ＝７．５ｋＨｚ，Ｌ－ＭＳＫ＝７．５ｋＨｚのトータル７５ｋＨｚ偏移に

なります。 
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図 7-3 ＭＳＧ－２５８０との接続 
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8 リモートコントロール 

 

ここでは、ＧＰ－ＩＢやＲＳ－２３２Ｃラインを通してＭＳＧ－２１７３をコントロー

ルする方法を説明します。ＲＳ－２３２Ｃを使用して本器をコントロールする際は、付属

のソフトを使用することをお薦めします。また、ＤＡＲＣデータのダウンロードは、付属

のソフトを使用してください。 

 

8.1 コマンド言語 

 

表記については、以下のようなシンタックス（構文）ダイアグラムを使っています。 

コマンドを説明するにあたっては、４つのステップで説明されています。 

 

１． シンタックス表記 

「どのようにシンタックスダイアグラムやコマンド説明を読むか」が書かれてい

ます。 

２． コマンドシーケンスのためのシンタックスダイアグラム 

「どのようにコマンドを組み合わせて本器をプログラムするか」が書かれていま

す。 

３． シングルコマンドのためのシンタックスダイアグラム 

「共通のコマンド構成はなにか」が書かれています。 

４． コマンドの詳細 

アルファベット順でのコントロールコマンドリスト 

 

8.1.1シンタックス表記 

 

以下のシンタックスダイアグラムは、特別な意味を持ちます。 

 

 

 

丸や楕円で囲まれている部分は、図画示すように正確にＡＳＣＩＩまたは、特別な

文字を送ってください。 

 

 

 

長四角で囲まれた部分は、必ず使用を示すパラメータを意味します。 

 

その他のエレメントについては表 8-1を参照して下さい。 
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エレメント 説 明 

ＳＰ ブランク文字、スペース、ＡＳＣＩＬＬ（３２） 

ＣＲ キャリッジリターン、ＡＳＣＩＩ（１３） 

ＬＦ ラインフィード、ＡＳＣＩＩ（１０） 

＾ＥＮＤ ＥＯＩを送信最後に挿入（ＩＥＥＥ－４８８の場合のみ） 

文字 コマンドニモニック、またはパラメータ記述 

文字は正確に打ち込んでください。ただし、以下の場合は

変更可です。 

 

大文字、小文字は区別していません。（例：ＬＣとｌｃは

同じ） 

パラメータ （半角文字の）パラメータは必ず記入してください。 

表 8-1 エレメント表 

 

8.1.2コマンドシーケンス 

 

コマンドは順番で送ることができます。コマンドのシーケンスは、全てのコマンド

を含んで本器へ送るように１つの送信データを組みます。 

 

SP

COMMAND CR

LF

^END

 

図 8-1 コマンドシーケンス 

 

図 8-2 が示すようにシーケンスの中の２つのコマンドは、１つ以上のスペースで区

切ってください。１つのコマンドシーケンスは、以下のコードで終了します。 

 

ＬＦ ラインフィード、ＡＳＣＩＩ（１０） 

ＣＲ キャリッジリターン、ＡＳＣＩＩ（１３） 

ＣＲ ＬＦ ＣＲ＋ＬＦ 

＾ＥＮＤ ＥＯＩを最後に挿入（ＩＥＥＥ－４８８のみ） 
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8.1.3コマンドシンタックス（構文） 

 

コマンドは、ニーモニック続いてパラメータで構成されます。 

 

MNEMONIC

， ？

， PARAMETER

 

図 8-2 シングルコマンド 

 

図のようにコンマは、パラメータの区切りに使われます。スペースのようなブラン

ク用キャラクタは、コマンドがみやすいように自由に挿入できます。 

 

コマンドの内容を見るためには、パラメータを？マークにします。これを本器に送

ると設定したパラメータが送り返されてきます。 

 

8.2 コマンド説明 

 

コマンド説明はどのように使われるコマンドかの説明のために、機能説明、リファ

レンス部と操作例が書いてあります。 

 

機能説明は、そのコマンドによって起こる動作内容や本器の機能との関係について

の説明です。関連するコマンドについても記述されています。 

 

リファレンス部はコマンドの略語の内容がかいてあり、必要な構文やパラメータの

仕様や設定範囲が記述されています。 

 

それぞれのコマンド説明には、どのように使うかコメントをつけて説明してありま

す。 
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8.3 コマンド 

 

本器の操作コマンドは、下記の通りです。カッコ内は信号関連操作に使用される文

字データです。 

 

ＬＣＤディスプレイセレクト （ＬＣ） 

 

＊ＭＡＩＮメニュー関連 

 

Ｌ－ＭＳＫ変調 （ＭＭ） 

Ｌ－ＭＳＫレベル設定 （ＭＬ） 

ＲＥＣＯＲＤ設定 （ＲＣ） 

出力レベル設定 （ＯＬ） 

 

＊ＣＯＮＦＩＧメニュー関連 

 

コンポジット入力レベル設定 （ＩＬ） 

コンポジット信号セレクト （ＣＩ） 

オートレベルコントロール用ＡＦ信号設定 （ＭＣ） 

同期用パイロット信号設定 （ＰＬ） 

外部入力用ミキサ設定 （ＭＸ） 

 

＊ＳＴＥＲＥＯメニュー関連 

 

ＡＦ信号変調率設定 （ＤＰ） 

パイロット信号変調率設定 （ＰＰ） 

ステレオ変調モード設定 （ＳＭ） 

ＡＦ信号周波数設定 （ＳＯ） 

プリエンファシス設定 （ＥＨ） 

 

＊ＳＴＡＴＵＳメニュー関連 

 

外部コンポジット入力チェック （ＳＣ） 

外部パイロット入力チェック （ＳＰ） 

外部ＡＦ信号ＬＥＦＴ入力チェック （ＳＬ） 

外部ＡＦ信号ＲＩＧＨＴ入力チェック （ＳＲ） 
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＊パネル操作関連 

 

変調データセレクト （ＰＤ） 

コンポジット信号出力スイッチ （ＰＣ） 

Ｌ－ＭＳＫ信号出力スイッチ （ＰＭ） 

メモリストア （ＳＴ） 

メモリリコール （ＲＬ） 

メモリ番号呼び出し （ＭＯ） 

変調データ設定 （ＭＯ） 

ビットエラー測定 （ＰＮ） 

外部データセーブ （ＥＳ） 

 

＊その他のコマンド 

 

エコーバック設定 （ＥＯ） 

ＧＰ－ＩＢアドレス呼び出し （ＧＡ） 

ＲＳ－２３２Ｃ通信設定呼び出し （ＲＳ） 

ソフトウェアバージョン呼び出し （ＶＲ） 

レコード内文字データ呼び出し （ＶＷ） 

メモリ使用状況呼び出し （ＦＲ） 

レコードデータ消去 （ＤＤ） 

パネルキーロック設定 （ＬＫ） 

コマンドヘルプ （ＨＰ） 

サービスリクエスト信号制御 （ＳＱ） 

 

＊ビットエラー測定関連のコマンド 

 

ビットエラー測定 （ＰＮ） 

測定モードの設定 （ＡＭ） 

測定回数の設定 （ＡＮ） 

判定機能の設定 （ＪＤ） 

判定値の設定 （ＪＲ） 

ビットエラー測定 （ＰＮ） 
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8.4 コマンド説明 

 

8.4.1 ＡＭ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＡＭコマンド、ビットエラーレートの測定モードを設定します。 

 

構 文 

 

ＡＭ，mode 

ＡＭ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

mode 0 or 1 0=Average Fexed 

  1=Average Continuous 

 

 

例１ 

AM, 1 

 

ビットエラーレートの平均値を測定毎に更新します。 

 

例２ 

AM, ？ 

 

現在の測定モードを返答します。 

 

関連コマンド 

PN 
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8.4.2 ＡＮ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＡＮコマンドは、ビットエラーレートの測定回数を設定します。 

 

構 文 

 

ＡＮ，Number 

ＡＮ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Number 0 to 1000  

 

例１ 

AN, 100 

 

ビットエラーレートの測定回数を１００にします。 

 

例２ 

AN, ？ 

 

現在の測定回数を返答します。 

 

関連コマンド 

ＰＮ 
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8.4.3 ＣＩ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＣＩコマンドは、ＦＭ多重信号を発信させる為に必要なステレオコンポジット

信号を設定します。 

 

構 文 

 

ＣＩ，Comp source 

ＣＩ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Comp source 0 or 1 0=COMP INT, 1=COMP EXT 

 

 

例１ 

CI, 0 

 

本器にＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されている場合は、内蔵のコンポジット

信号を選択し、ＩＮＰＵＴ ＬＥＶＥＬを強制的に１０Ｖｐ－ｐに設定します。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時レスポンスコードは、４（ＧＰ

－ＩＢは６４ｈ）が返答され、設定は変更されません。 

 

例２ 

CI, ？ 

 

現在選択されているコンポジット信号の設定が返答されます。 

 

関連コマンド 

IL, MC, PL 
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8.4.4 ＤＤ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＤＤコマンドは、指定されたレコードの内容を消去します。 

 

構 文 

 

ＤＤ，Record number 

ＣＩ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Record number 1 to 15 

 

 

例１ 

DD, 1 

 

レコード番号１の内容を消去します。レコード番号１の内容でＬ－ＭＳＫ変調が

かかっている場合は、Ｌ－ＭＳＫ変調を強制的にＯＦＦにします。 
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8.4.5 ＤＰ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＤＰコマンドは、内蔵ステレオ信号発生器のＡＦ信号の変調率の設定をします。 

 

構 文 

 

ＤＰ，Level 

ＤＰ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Level 0 to 127.5 0.5 Step 

 

Level Unit ％ 

 

 

例１ 

DP, 100 

 

ＡＦ信号の変調率は１００％に設定されます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時レスポンスコードは、４（ＧＰ

－ＩＢは６４ｈ）が返答され、設定は変更されません。 

 

例２ 

DP, ？ 

 

現状のＡＦ信号の変調率が返答されます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、変調率は返答されません。

レスポンスコードは４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 
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8.4.6 ＥＨ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＥＨコマンドは、ステレオコンポジット信号にかけるプリエンファシスを設定

します。 

 

構 文 

 

ＥＨ，Pre Emphasis 

ＥＨ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Pre Emphasis 0 to 3 0=OFF, 1=25uS, 2=50uS, 3=75uS 

 

 

例１ 

EH, 1 

 

プリエンファシスを２５ｕＳに設定します。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時レスポンスコードは、４（ＧＰ

－ＩＢは６４ｈ）が返答され、設定は変更されません。 

 

例２ 

EH, ？ 

 

現在のプリエンファシスの設定が返答されます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、設定は返答されません。レ

スポンスコードは４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 

 

 

 

8.4.7 ＥＯ 

ＲＳ－２３２Ｃ       
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説 明 

 

ＥＯコマンドは、ターミナルインターフェースのエコーのＯＮ／ＯＦＦを制御

します。 

 

構 文 

 

ＥＯ，Echo control 

ＥＯ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Echo control 0 or 1 0=ECHO, 1=ECHO ON 

 

 

例１ 

EO, 0 

 

本器は、ターミナルやパソコンへエコーを返しません。 

 

 

例２ 

EO, ？ 

 

現状のエコーバックの設定が返答されます。 
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8.4.8 ＥＳ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＥＳコマンドは、外部より入力されたデータを内部メモリにセーブします。 

 

構 文 

 

ＥＳ，Savemode, Frame 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Savemode 0 to 2 0=EXIT, 1=SAVE(RESPONSE OFF), 

2=SAVE (RESPONSE ON) 

Frame 1 to 60 

 

 

例１ 

ES, 1, 30 

 

外部データを３０フレームセーブします。 

 

例２ 

ES, 2, 30 

 

外部データを３０フレームセーブし、その経過を返答します。返答内容は下記

の通りです。 

 

ES, 0, 00 

 

ES, に続く数値は、セーブの状況を表します。 

ブロックが同期すると、１，フレームが同期すると２，セーブ終了時に３が返

答されます。最後の２桁の数値はセーブされたフレーム数です。 

 

－ 注 － 

ＧＰ－ＩＢで使用する場合、状態が変化する度にレスポンスコード６５ｈが返

答されますのでデータを読み込む動作を行なってください。 

 

例３ 
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ES, 0 

 

外部データセーブを終了して元のメニューに戻ります。セーブ途中の場合は、

直前のフレームまでを記憶して終了します。 

 

－ 注 － 

ＥＳコマンドは、ＤＡＴＡがＥＸＴに設定されている場合にのみ使用できます。

ＤＡＴＡがＩＮＴに設定されている場合は、レスポンスコード４（ＧＰ－ＩＢ

は６４ｈ）が返答され、データセーブは行なわれません。 
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8.4.9 ＦＡ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＦＡコマンドは、Ｌ－ＭＳＫ変調モードを設定します。 

 

構 文 

 

ＦＡ，Mod. mode 

ＦＡ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Mod. mode 0 to 2 0=RECCORD, 1=ALLO, 2=5ALL1  

 

 

例１ 

FA, 1 

 

データＡＬＬ０で変調をかけます。 

 

例２ 

FA, ？ 

 

現在の変調モードの設定が返答されます。 

 

関連コマンド 

MM, PD, RC 
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8.4.10 ＦＲ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＦＲコマンドは、現在のメモリ使用状況を返答します。 

 

構 文 

 

ＦＲ，Record number 

ＦＲ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Record number 0 to 16 0 － 15=INT Record, 16=EXT DATA 

 

 

例１ 

FR, 1 

 

レコード１に記憶されているフレーム数を返答します。 

 

例２ 

外部データ用メモリに記憶されているフレーム数を返答します。 

 

例３ 

FR, ？ 

 

現在、記憶されているデータの総フレーム数が返答されます。（外部データは、

含まれません。） 
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8.4.11 ＧＡ 

ＲＳ－２３２Ｃ       

 

説 明 

 

ＧＡコマンドは、ＧＰ－ＩＢアドレスの設定を返答します。 

 

構 文 

 

ＧＡ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

GA, ？ 

 

現在のＧＰ－ＩＢアドレスの設定が返答されます。 
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8.4.12 ＨＰ 

ＲＳ－２３２Ｃ       

 

説 明 

 

ＨＰコマンドは、コマンド一覧を返答します。 

 

構 文 

 

ＨＰ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

HP, ？ 

 

コマンド一覧を返答します。 
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8.4.13 ＩＬ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＩＬコマンドは、ステレオコンポジット信号の入力レベルを設定します。 

 

構 文 

 

ＩＬ，Input level 

ＩＬ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Input level 0 to 2 0=1Vp-pm 1=3Vp-p, 2=10Vp-p 

 

 

例１ 

IL, 0 

 

ステレオコンポジット信号の入力レベルを１Ｖｐ－ｐに設定します。 

 

－ 注 － 

ＣＯＭＰがＩＮＴに設定されている場合は、レスポンスコードは４（ＧＰ－Ｉ

Ｂは６４ｈ）が返答され、変更されません。 

 

例２ 

IL, ？ 

 

現在、選択されているコンポジット信号の入力レベルの設定が返答されます。 

 

関連コマンド 

CI, SC 

 

 

 

 

 

8.4.14 ＪＤ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 
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説 明 

 

ＪＤコマンドは、ビットエラーレートの判定機能の設定を行ないます。 

 

構 文 

 

ＪＤ，Judge 

ＪＤ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Judge 0 or 1 0=無効, 1=有効 

 

例１ 

JD, 1 

 

ビットエラーレートの判定機能を有効にします。 

 

例２ 

JD, ？ 

 

現在のビットエラーレートの判定機能の設定が返答されます。 

 

関連コマンド 

ＪＲ，ＰＮ 
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8.4.15 ＪＲ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＪＲコマンドは、判定機能で使用する数値の設定を行ないます。 

 

構 文 

 

ＪＲ，Judge Rate 

ＪＲ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Judge Rate 0 to 99.99 0.01 STEP 

Judge Rate Unit ％ 

 

例１ 

JR, 10 

 

判定機能の設定値を１０％に設定します。 

 

例２ 

JR, ？ 

 

現在の判定機能の設定値を返答します。 

 

関連コマンド 

ＪＤ，ＰＮ 
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8.4.16 ＬＣ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＬＣコマンドは、ＬＣＤ表示画面を切換えます。 

 

構 文 

 

ＬＣ，Display name 

ＬＣ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Display name 0 to 6 0=MAIN, 1=VIEW, 2=CONFIG, 3=STATUS, 

4=STEREO, 5=DECORD, 6=REMORT 

 

 

例１ 

LC, 4 

 

ＬＣＤ表示画面をＳＴＥＲＥＯメニューに切換えます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、ＳＴＥＲＥＯメニュー表示

には切り換わりません。レスポンスコードは４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答

されます。 

 

例２ 

LC, ？ 

 

現在ＬＣＤに表示されている画面が返答されます。 

 



89 

 

8.4.17 ＬＫ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＬＫコマンドは、本器のＬＯＣＡＬキー以外のすべてのキー操作を有効にする

か無効にするかを切換えます。 

 

構 文 

 

ＬＫ，Mode 

ＬＫ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Mode 0 or 1 0=有効, 1=無効 

 

 

例１ 

LK, 0 

 

本器に対するすべてのキー操作を有効にします。 

 

－ 注 － 

ＧＰ－ＩＢでは、キー操作を有効にしても次のコマンドが送られた時点で本器

はＬＯＣＡＬモードに切り替わるので、キー操作は無効になります。 

 

例２ 

LK, ？ 

 

現在のキー操作が有効か無効かが返答されます。 
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8.4.18 ＭＣ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＭＣコマンドは、ＭＳＫ信号をオートレベルコントロールするためのＬ－Ｒ信

号を切換えます。 

 

構 文 

 

ＭＣ，Source 

ＭＣ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Source 0 or 1 0=コンポジット信号, 1=外部 L, R信

号 

 

 

例１ 

MC, 0 

 

本器に与えられたコンポジット信号のＬ－Ｒ信号でレベルコントロールします。 

 

－ 注 － 

内部のコンポジット信号が選択されている場合は、内部のＬ－Ｒ信号を選択し

ます。 

 

例２ 

MC, ？ 

 

現在選択されている信号が返答されます。 

 

関連コマンド 

CI, ML 
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8.4.19 ＭＬ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＭＬコマンドは、ＭＳＫ信号のレベルをオートレベルコントロール，マニュア

ルを切換えます。 

 

構 文 

 

ＭＬ，Mode [ , Modulation] 

ＭＬ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Mode 0 or 1 0=AUTO, 1=MANU 

 

Modulation 0 to 25.5 0.1 STEP 

 

Modulation Unit ％ 

 

例１ 

ML, 0 

 

ＭＳＫ信号をオートレベルコントロールに設定します。 

 

例２ 

ML, 1, 10.0 

 

ＭＳＫ信号の変調率を１０％固定にします。 

 

例３ 

ML, ？ 

 

現在のＭＳＫ信号のレベルが返答されます。 

 

関連コマンド 

MC 
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8.4.20 ＭＭ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＭＭコマンドは、ＭＳＫ変調のＯＮ／ＯＦＦを制御します。 

 

構 文 

 

ＭＭ，MSK Control 

ＭＭ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

MSK Control 0 or 1 0=データ変調 OFF, 1=データ変調 ON 

 

 

例１ 

MM, 0 

 

Ｌ－ＭＳＫ信号のデータ変調をＯＦＦにします。 

 

例２ 

MM, ？ 

 

現在のデータ変調の設定が返答されます。 

 

関連コマンド 

FA, RC 

 

 

 

 



93 

 

8.4.21 ＭＯ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＭＯコマンドは、現在設定されているプリセットメモリの番号を返答します。 

 

構 文 

 

ＭＯ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

MO, ？ 

 

現在設定されているプリセットメモリ番号が返答されます。 
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8.4.22 ＭＸ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＭＸコマンドは、ＭＸ ＩＮＰＵＴコネクタ入力のＯＮ／ＯＦＦを制御します。 

 

構 文 

 

ＭＸ，MIX Control 

ＭＸ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

MIX Control 0 or 1 0=OFF, 1=ON 

 

 

例１ 

MX, 0 

 

ＭＩＸ ＩＮＰＵＴコネクタからの入力が無効になります。 

 

例２ 

MX, ？ 

 

現在のＭＩＸ ＩＮＰＵＴコネクタの設定が返答されます。 
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8.4.23 ＯＬ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＯＬコマンドは、出力レベルを設定します。 

 

構 文 

 

ＯＬ，Output level 

ＯＬ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Output level 0 to 10.00 0.01 STEP 

 

Output level Unit Vp-p 

 

 

例１ 

OL, 10.00 

 

出力レベルを１０．００Ｖｐ－ｐに設定します。 

 

－ 注 － 

コンポジット入力レベルが１Ｖｐ－ｐ又は３Ｖｐ－ｐに設定されている時は、

レスポンスコードは３（ＧＰ－ＩＢは６３ｈ）が返答され、設定は変更されま

せん。 
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8.4.24 ＰＣ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＰＣコマンドは、コンポジット信号の出力を制御します。 

 

構 文 

 

ＰＣ，Comp contlor 

ＰＣ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Comp contlor 0 or 1 0=OFF, 1=ON 

 

 

例１ 

PC, 0 

 

コンポジット信号の出力をＯＦＦにします。 

 

例２ 

PC, ？ 

 

現在のコンポジット信号出力の設定が返答されます。 
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8.4.25 ＰＤ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＰＤコマンドは、ＭＳＫ変調データの内部／外部を制御します。 

 

構 文 

 

ＰＤ，Data source 

ＰＤ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Comp source 0 or 1 0=INT, 1=EXT 

 

 

例１ 

PD, 0 

 

内部データでＭＳＫ変調を行ないます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＫ変調がＯＦＦに設定されている場合は、７６ｋＨｚの信号が出力されま

す。ＭＳＫ変調モードがＡＬＬ１又はＡＬＬ０に設定されている場合は、各８

０ｋＨｚ，７５ｋＨｚの信号が出力されます。 

 

例２ 

PD, ？ 

 

現在、ＭＳＫ変調がどのデータで行なわれているかが返答されます。 

 

関連コマンド 

FA, MM, RC 
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8.4.26 ＰＬ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＰＬコマンドは、Ｌ－ＭＳＫ信号を同期させるパイロット信号を設定します。 

 

構 文 

 

ＰＬ，Pilot source 

ＰＬ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Pilot source 0 or 1 0=COMP, 1=EXT 

 

 

例１ 

PL, 0 

 

Ｌ－ＭＳＫ信号は、ステレオコンポジット信号のパイロット信号に同期します。 

 

－ 注 － 

内部のコンポジット信号が選択されている場合は、内部のステレオコンポジッ

ト信号、外部のコンポジット信号が選択されている時は、外部コンポジット入

力コネクタから入力されたコンポジット信号を選択します。 

 

例２ 

PL, ？ 

 

現在、Ｌ－ＭＳＫ信号がどのパイロット信号に同期しているかが返答されます。 

 

関連コマンド 

CI, SP 

 

 

 

 

8.4.27 ＰＭ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 
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説 明 

ＰＭコマンドは、Ｌ－ＭＳＫ信号の出力を制御します。 

 

構 文 

 

ＰＭ，L-MSK contlor 

ＰＭ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

L-MSK contlor 0 or 1 0=OFF, 1=ON 

 

 

例１ 

PM, 0 

 

Ｌ－ＭＳＫ信号の出力をＯＦＦにします。 

 

例２ 

PM, ？ 

 

現在のＬ－ＭＳＫ信号出力の設定が返答されます。 
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8.4.28 ＰＮ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

ＰＮコマンドは、ビットエラーレート測定を行ないます。 

 

構 文 

 

ＰＮ，BERmode 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

BERmode 0 to 2 0=EXIT, 1=BER measurement(RESPONSE OFF), 

2=BER measurement (RESPONSE ON) 

 

 

例１ 

PN, 1 

 

ビットエラーレートを測定します。 

 

例２ 

PN, 2, 30 

 

ビットエラーレートを測定し、その経過を返答します。返答内容は下記の通り

です。 

 

PN, 0, 0.00 

 

ES, に続く数値は、セーブの状況を表します。 

データが同期すると１が返答されます。 

最後の数値は、ビットエラーで単位は％です。 

 

 

－ 注 － 

ＧＰ－ＩＢで使用する場合は、測定ごとにレスポンスコード６５ｈが返答され

ますのでデータを読み込む動作を行なってください。 
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例３ 

PN, 0 

 

ビットエラー測定を終了して元のメニューに戻ります。 
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8.4.29 ＰＰ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

ＰＰコマンドは、パイロット信号のＯＮ／ＯＦＦを切換えます。 

 

構 文 

 

ＰＰ，Mode [, Modulation] 

ＰＰ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Mode 0 or 1 0=OFF, 1=ON 

 

Modulation 0 to 15 1 STEP 

 

Modulation Unit ％ 

 

 

例１ 

PP, 0 

 

パイロット信号を OFFにします。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、設定は変更されません。レ

スポンスコードは４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 

 

例２ 

PP, 1, 10 

 

パイロット信号をＯＮにして、変調率を１０％に設定します。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、設定は変更されません。レ

スポンスコードは４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 
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例３ 

PP, ？ 

 

現在のパイロット信号の設定が返答されます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、設定は変更されません。レ

スポンスコードは４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 
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8.4.30 ＲＣ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＲＣコマンドは、ＭＳＫ変調データのレコードを切換えます。 

 

構 文 

 

ＲＣ，Record number 

ＲＣ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Record number 0 to 16 0－15=INT Record, 16=EXT DATA 

 

 

例１ 

RC, 0 

 

ＭＳＫ変調データをレコード０に設定します。 

 

－ 注 － 

レコード０は、ＲＯＭデータです。変調データがＡＬＬ１又はＡＬＬ０に設定

されている場合、設定は変更されません。レスポンスコードは、４（ＧＰ－Ｉ

Ｂｈａ６４ｈ）が返答されます。 

 

例２ 

RC, ？ 

 

現在のレコード番号の設定が返答されます。 

 

関連コマンド 

FA 
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8.4.31 ＲＬ 

 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＲＬコマンドは、プリセットメモリに記憶した内容を呼び出します。 

 

構 文 

 

ＲＬ，Memory number 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Memory number 0 to 99 

 

 

例１ 

RL, 0 

 

プリセットメモリ０番の内容を呼び出します。 

 

関連コマンド 

ST 
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8.4.32 ＲＳ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＲＳコマンドは、ＲＳ－２３２Ｃの通信条件を返答します。 

 

構 文 

 

ＲＳ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

RS, ？ 

 

ＲＳ－２３２Ｃの通信条件が返答されます。 
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8.4.33 ＳＣ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＣコマンドは、外部コンポジット入力コネクタに入力された信号の状態を返

答します。 

 

構 文 

 

ＳＣ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

SC, ？ 

 

外部コンポジット入力コネクタに入力された信号の状態が返答されます。 

入力レベルが設定レベルより低い時は１、設定レベルより高い時は２、設定レ

ベルの±２％の範囲内の時は０が返答されます。 

 

関連コマンド 

IL 
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8.4.34 ＳＬ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＬコマンドは、外部ＡＦ－Ｌ入力コネクタに入力された信号の状態を返答し

ます。 

 

構 文 

 

ＳＬ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

SL, ？ 

 

外部ＡＦ－Ｌ入力コネクタに入力された信号の状態が返答されます。 

入力レベルが２Ｖｐ－ｐより低い時は１、設定レベルより高い時は２、２Ｖｐ

－ｐの±２％の範囲内の時は０が返答されます。 

 

関連コマンド 

ＳＲ 
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8.4.35 ＳＭ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＭコマンドは、内蔵ステレオ信号発生器の変調モードを設定します。 

 

構 文 

 

ＳＭ，Stereo mode 

ＳＭ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Stereo mode 0 to 6 0=MAIN, 1=L & R, 2=SUB, 3=LEFT, 

  4=RIGHT, 5=MONO, 6=OFF 

 

 

例１ 

SM, 1 

 

ステレオ変調モードをＭＡＩＮにします。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、設定は変更されません。レ

スポンスコードは、４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 

 

例２ 

SM, ？ 

 

現在のステレオ変調モードが返答されます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、レスポンスコード ４（Ｇ

Ｐ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 
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8.4.36 ＳＯ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＯコマンドは、内蔵ステレオ信号発生器のＡＦ周波数を設定します。 

 

構 文 

 

ＳＯ，Source Freq. 

ＳＯ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Source Freq. 0 to 5 0=EXT, 1=400Hz, 2=1kHz, 3=6.3kHz, 

  4=10kHz, 5=15kHz 

 

 

例１ 

SO, 1 

 

ＡＦ周波数を１ｋＨｚに設定します。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、設定は変更されません。レ

スポンスコードは、４（ＧＰ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 

 

例２ 

SM, ？ 

 

現在のＡＦ周波数が返答されます。 

 

－ 注 － 

ＭＳＧ－２１７３－ＳＴが内蔵されていない時は、レスポンスコード ４（Ｇ

Ｐ－ＩＢは６４ｈ）が返答されます。 

 

 

 

8.4.37 ＳＰ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 
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説 明 

 

ＳＰコマンドは，Ｌ－ＭＳＫ信号が同期しているパイロット信号を返答します。 

 

構 文 

 

ＳＰ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

SP, ？ 

 

設定されたパイロット信号に同期している時は０、内部発信器に同期している

ときは１が返答されます。 

 

関連コマンド 

PL 
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8.4.38 ＳＲ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＲコマンドは、外部ＡＦ－Ｒ入力コネクタに入力された信号の状態を返答し

ます。 

 

構 文 

 

ＳＲ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

SR, ？ 

 

外部ＡＦ－Ｒ入力コネクタに入力された信号の状態が返答されます。 

入力レベルが２Ｖｐ－ｐより低い時は１、設定レベルより高い時は２、２Ｖｐ

－ｐの±２％の範囲内の時は０が返答されます。 

 

関連コマンド 

SL 
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8.4.39 ＳＴ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＴコマンドは、プリセットメモリに現在の設定を記憶します。 

 

構 文 

 

ＳＴ，Memory number 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Memory number 0 to 99 

 

 

例１ 

ST, 0 

 

プリセットメモリ０番に記憶します。 

 

関連コマンド 

RL 
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8.4.40 ＳＱ 

ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＳＱコマンドは、サービスリクエスト信号の制御をします。 

 

構 文 

 

ＳＱ，Request 

ＳＱ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Request 0 or 1 0=無効, 1=有効 

 

 

例１ 

SQ, 0 

 

サービスリクエスト信号を無効にします。 

 

例２ 

SQ, ？ 

 

現在のサービスリクエスト信号の設定が返答されます。 
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8.4.41 ＶＲ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＶＲコマンドは、ソフトウェアのバージョンを返答します。 

 

構 文 

 

ＶＲ，？ 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

無し 無し 

 

 

例１ 

VR，？ 

 

ソフトウェアのバージョンが返答されます。 
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8.4.42 ＶＷ 

ＲＳ－２３２Ｃ ＧＰ－ＩＢ 

 

説 明 

 

ＶＷコマンドは、レコードに書かれている文字データのみを返答します。 

 

構 文 

 

ＶＷ，Record number 

 

パラメータ 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定範囲 

 

Record number 0 to 15 

 

 

例１ 

VW, 1 

 

レコード１の文字データが返答されます。 
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8.5 レスポンスコード表 

 

文字 内 容 説 明 

０ （６０ｈ） 0問題無し 

 

１ （６１ｈ） コマンドが不完全 コマンドに誤りがあった場合 

 

２ （６２ｈ） シンタックスエラー 構文に誤りがあった場合 

 

３ （６３ｈ） パラメータエラー パラメータが設定範囲外であった

場合 

 

４ （６４ｈ） 無効 現在無効なコマンドを入力した場

合 

 

 （６５ｈ） Ｄａｔａ Ｒｅａｄｙ 返答データが更新された場合 

 

 

※ カッコ内は、ＧＰ－ＩＢ使用時のレスポンスコード 

 


